
畜 産 科
牛、豚、鶏などの飼育技術や安全な畜産物の生産をめざす

地域の実態をふまえて、家畜の飼育に必要な知識や経営技術を習得するとともに、先進技術

を導入して地域農業をリードする人材の育成をめざします。

磁 畜麓科の日標
恵まれた自然環境の中で家畜の飼育に必要な知識や技術を習得する。

但馬地域の畜産の活性化を目指し、家畜飼育技術の研究と担い手を自支する。

目 畜産科の特色
0 ブロイラーの入雛と出荷、牛¬琢の出産介護などの実践的宿泊実習を行っていま九
⑬ 次から次へと生まれてくる豚の出産、感動的な牛の出産、畜産科の授業は「いのちJそのもので九
● 1鴫牛の胚移植技術などや最先端情報を研究し、地域産業への支援に取り組んでいま九
圏 主な学習内容 (専門科日)

躍 卒業後の進路
0進 学
酪農学園大学 /東京農業大学/福山大学/京都学園大学/京都精華大学 /中国四国酪農大学校/兵庫県立農業大
識 /兵庫県立但馬技術大学校/YIC京都工科専門学校/岡山理科大学専門甑 /日本工科専門学曳/大阪教育
福祉専門学関/神戸電子専門学校/高津理容美容専門学関/日本調理製菓専門学校 など
e就 職
力初ソーララック(本わ/(株)上杉輸送機製作所養父工場/(掬 西llE 7(株)日豊/(株)但馬近畿工光 /(株)NE釧ぶ 近
畿/(株)大松工作所/但馬ティエスクイ(株)/東京精溜工業/(株)一官家禽孵卵場/特別養護老人ホームはちぶせの里
/(株)但馬どり/フジッコ(株)和田山工場/(株)イケウチ/ 社会福祉法人あそう/グローバル建設 (株)な ど

０

０

1年 農業と環境、農業情報処理、畜産、総合実習
2年 農業機械、但馬の農業、農業経営、農業と環境、畜産、総合実習
3年 畜産、食品製造、動物・ヽイルクノロシ―`、課題研究、総合実習

驀繁殖牛と肥育牛の飼育について学習していま九

驀農業技術センター、家畜悧建所、JAと協力して

胚移値を行い、但馬牛ブランドの振興に取り組んで

いま九

やブロイラーと豚の飼育について学習していま丸

艤長期飼育ブランド鶏「但農どりJを飼育していま丸
S刊琢から肉豚になるまでの過程を学習すると共に、
ブラン H塚「バナナパインポークJを生産していま九
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